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5月4日からスタートした連合ボランティア派遣は、現在構成組織を中心に30名が第3陣として活動しています。梅雨入り間近で大雨･･･かと思えば快晴で日中はかなり暑く･･･といった状況の中、何とか力になりたいと被災地支援のため奮闘して頂いています。ありがとうございます。
なお現在、被害の最も大きい「益城」にはまだ連合ボランティアが派遣されていません。5月22日からの第4陣から派遣する予定です。現地では被災者の方々が先の見えない不安な毎日を送られる中、私たち連合ボランティアが心底頼りにされています。構成組織のみなさまの引き続きのご協力をお願いします。
◆「連合ボランティアは 『平日』 『組織的』 で助かります」との声
活動内容は、個人のお宅の片付けや家具の移動・撤去などが中心です。
家族だけでは今後が見通せなかったけど「連合のみなさんのお陰で助かります」と感謝の言葉もいただいています。
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◆ベースキャンプ「恵の里」のようす
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◆東区サテライトのボランティアセンターのようす







◆地震関連ワークルールＱ＆Ａをホームページに掲載
熊本県を中心とする九州地震への連合の対応ページに掲載しました。
http://www.jtuc-rengo.or.jp/saigai_kyushu/workrules.html
◆カンパ第１次集約
5月13日現在で15,288,351円のカンパが集まりました。
ご協力ありがとうございます。
5月末、神津会長が熊本県へ義援金として直接お届けする予定です。
引き続きのご協力をお願いいたします。
	


以上
連合は、今回の地震災害に際して「対策救援本部」を設置した。直ちに救援カンパ活動を開始するとともに、被災者の生活・雇用における安心や被災地の復旧・復興に向けて、政府・政党、経済団体への要請行動など、必要な取り組みを展開していく。2011年3月の東日本大震災に続き、はからずも私たちは再び大きな震災を経験することとなった。しかし、このような時にこそ、労働運動の原点である「助け合い・支え合い」の姿を体現し、社会的な役割を果たしていかなければならない。被災地の一日も早い復旧・復興に向けて、連合に集うすべての構成組織・地方連合会は団結し、最大限の取り組みを展開していこう2016年4月18日
日本労働組合総連合会
会長 神津里季生

★対策本部(連絡窓口)★
　　連合本部総合組織局・山根木(担当･大木)
電 話：03-5295-0513　FAX：03-5295-0547　メール：rentai@sv.rengo-net.or.jp
2016年5月19日　No.７　









































熊本県を中心とする九州地震


連合災害救援ニュース
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活動の様子





▲物資


▼風呂(男女別)





▲入口


　▼洗面所





↓食堂入口に





↓脱衣所





▲食堂で｢明日も頑張るぞっ！｣　　　　　　　▲食事はバイキング形式





▲ニーズに応じて機材を用意





▲心得確認





▲ボランティアセンターに到着





▲バスで移動





▲順番待ち





▲▼班ごとに力を合わせて行動





▲作業宅では連合旗を








